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研究成果の概要（和文）：研究期間全体を通じて、次の成果を得た。
(1) 日琉諸方言の終助詞に関する、次の基礎資料を整備・公開した。①日琉諸方言終助詞（文末助詞、文末詞）
文献リストの作成・公開、②終助詞の体系を把握するための既存の調査票の電子化・公開、③終助詞やモダリテ
ィに関する日琉方言の記述・対照のための調査票の作成・公開、④終助詞を含む例文集の作成・公開、⑤談話資
料の整備
(2) 各地域方言の記述・対照を次の観点から行い、論文・書籍、ウェブデータベースなどで公刊・公開した。①
終助詞の体系の記述・対照、②個々の終助詞の意味・用法についての記述・対照、③終助詞以外の形式の終助詞
化についての記述・対照

研究成果の概要（英文）：Throughout the research period, the following results were obtained:
1. Basic materials on sentence-final particles (SFP) in Japonic varieties were prepared and made 
publicly available: 1). A comprehensive bibliography database of SFPs was made publicly available. 
2). Existing survey forms for understanding the system of SFPs were digitized and made publicly 
accessible. 3). Survey sheets for describing and contrasting SFPs and modality were created and made
 publicly accessible. 4). Data sets of example sentences containing SFPs were compiled and 
published. 5). Discourse materials were maintained.
2. Various Japanese regional varieties were described and contrasted from the following 
perspectives, with the results published in articles, books, and web databases: 1). The systems of 
SFPs were described and contrasted. 2). The meanings and usages of individual SFPs were described 
and contrasted. 3). The transformation of non-SFP forms into SFPs was described and contrasted.

研究分野： 日本語学、方言学

キーワード： 終助詞　文末詞　モダリティ　日本語方言　方言間対照　言語調査票

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において日本語諸方言の終助詞の体系や、その意味素性について記述・対照したことで、日本語という個
別言語の多様性を明らかにするだけでなく、終助詞（文末詞）に関する言語学的な貢献ができた。また、研究成
果(1)に記した基礎資料・データベースの整備は、他の研究者が広く利用することを想定しており、本研究成果
では明かにできなかった方言や現象の今後の研究の発展に寄与するものである。さらに終助詞は若い世代に継承
されやすく、一般の関心が高い言語要素でもある。本研究の成果は中・高等教育や社会教育活動にも生かせ、間
接的にではあるが、日本社会に生活する市民の日本語地域方言に関する認識の更新に役立てられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 終助詞（文末詞）は日本語のほか、中国語などアジアの一部の言語に観察されるが、普遍

的な言語現象とは言い難く、日本語の記述的研究が言語学的に寄与しうる領域と言える。現

代日本語共通語（標準語）の終助詞の体系、および、個々の終助詞の意味・用法については、

上述の一般言語学的意義、あるいは、日本語教育などへの応用上の意義の認識のもと、文法

全般の記述的研究の進展とともに進められてきた。 

 方言の終助詞の記述的研究にも一定の蓄積があり、いくつかの方言においては、共通語よ

りも終助詞の種類が多いこと、個々の終助詞が共通語の代表的な終助詞「よ」や「ね」に単

純には置換できない意味・用法を持つことが明らかになっている。しかし、特定の方言の

個々の終助詞の記述が蓄積されるばかりで、方言間の終助詞体系の異同や、同形・類似形式

の終助詞の意味・用法の異同は不明である。それらを明かにするためには、文タイプや意味

素性の仮説的な設定など方言間の対照を可能にする道具立てが必要である。 

 本研究課題の代表者は、富山市方言の参照文法を編むなかで、終助詞についても体系的な

整理を行った（『富山県方言の文法』ひつじ書房、2016 年）。また、終助詞の方言間対照の

観点として、(1)終助詞が担う意味論的意味の違い、(2)文タイプ（平叙文／疑問文／命令文）

による終助詞の専用／汎用性、という 2 点を見出すという本研究課題に関わる予備的な成

果がある（「対照方言学的研究のこれまでとこれから」『方言の研究』2 巻、ひつじ書房、2016

年）。 

 
２．研究の目的 
 

 本研究は、日本語諸方言の終助詞の体系を記述・対照し、その異同を明かにすることをす

ることを目的とする。これは次の 3 点に分けられる。 

(1) 代表的方言の終助詞の種類と体系 

 地域（東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州）ごとに対象とする方言を選定し、各

方言の終助詞の種類と体系を記述・対照する。 

(2) 終助詞が担いうる意味素性のリスト、その観点からの各方言の各終助詞の対照 

 〈対聞き手性〉など個々の終助詞の意味論的意味の記述・対照の上で、重要な意味素性を

リストアップし、その観点から終助詞を対照する。これは(1)と同じ方言を対象とする。 

(3) 終助詞の記述的研究のための調査票の作成 

 (1)(2)の遂行過程では、方言の終助詞の記述的研究において汎用性の高い調査例文リスト

を作成する。この調査票は今後の終助詞研究に有益と思われるので、成果として公表する。 

 
３．研究の方法 

 研究目的(1)(2)(3)の全てにわたり、次の 2 つの研究方法をとる。(1)(2)とも研究協力者（所

属先の大学院生）の協力を得た。 

 (1) 各地方言の終助詞の記述研究の収集・整理 

 (2) フィールドワーク（面接質問調査、談話や発話断片の収録） 

 
４．研究成果 
 

 研究期間全体を通じて、次の研究成果を得た。 



 

(1) 日琉諸方言の終助詞に関する基礎資料の整備・公開。主にウェブデータベースとして発

表した。 

 ①日琉諸方言終助詞（文末助詞、文末詞）文献リストの作成・公開 

 ②終助詞の体系を把握するための既存の調査票の電子化・公開 

 ③終助詞やモダリティに関する日琉方言の記述・対照のための調査票の作成・公開 

 ④終助詞を含む例文集の作成・公開 

 ⑤談話資料の整備 

 

(2) 各地域方言の記述・対照。論文、書籍、ウェブデータベースとして発表・公刊した。 

 ①終助詞の体系の記述・対照 

 ②個々の終助詞の意味・用法についての記述・対照 

 ③終助詞以外の形式の終助詞化についての記述・対照（主に研究協力者による） 

 

 ただし、研究期間内に Covid-19 による研究活動、特にフィールドワークの制限があった

ため、当初予定していた活動・成果が一部達成できなかった。 
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